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SAN ブート LUN を移行します

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）を使用して Data ONTAP 7-Mode から clustered Data

ONTAP に移行する前に、 SAN ブート LUN をリブートする必要があります。カットオ
ーバーフェーズに備えて特定の手順を実行し、移行後に LUN を検出する必要がありま
す。

• 関連情報 *

FC または FCoE SAN ブート LUN の移行準備をしています RHEL ホスト

iSCSI SAN ブート LUN の移行準備をしています

移行後に SAN ブート LUN を検出します

移行対象としてサポートされる SAN ブート LUN のタイプ

Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP への移行対象としてサポートされるの
は、特定のタイプの SAN ブート LUN のみです。

移行対象としてサポートされる SAN ブート LUN は次のとおりです。

• FC または FCoE SAN ブート LUN

• Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）用の iSCSI SAN ブート LUN 6.

RHEL 5.x の iSCSI SAN ブート LUN の移行はサポートされていません。

FC または FCoE SAN ブート LUN の移行準備をしています
RHEL ホスト

FC または FCoE SAN ブート LUN を移行する前に、 Red Hat Enterprise Linux （ RHEL

）ホストで特定の手順を実行する必要があります。

次の情報を Inventory Assessment Workbook から収集しておく必要があります。

• RHEL 5 または RHEL 6 が格納されている 7-Mode LUN の名前 がインストールされている

• 移行する LUN の SCSI デバイス名

• 移行する LUN の DMMP デバイス名

• マウントディレクトリ

• DMMP デバイスに設定されているファイルシステム

• /boot パーティションの UUID 番号

• initrid イメージの名前

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。
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1. DMMP デバイスが /dev/mapper ディレクトリにあることを確認します。

ls /dev/mapper/DMMP _DEVICE_NAME

DMMP デバイスが見つからない場合は、エイリアスまたはフレンドリ名が使用されている可能性がありま
す。

2. RHEL 5 または RHEL 6 オペレーティングシステムの /boot ディレクトリと root （ / ）ディレクトリがイ
ンストールされている DMMP デバイスと論理ボリュームマネージャ（ LVM ）名を特定します。

「 * df -h * 」と入力します

デフォルトでは、 RHEL 5 と RHEL 6 は論理ボリューム上のルート（ / ）パーティションにインストール
されます。ルートパーティションが論理ボリュームにインストールされている場合は、移行前の設定変更
は必要ありません。

3. /boot パーティションが DMMP デバイスにインストールされている場合は、ブート時に /etc/fstab でマウ
ント用に /boot パーティションがどのように参照されているかを確認します。

4. /boot パーティションが DMMP デバイス名によって /etc/fstab 内で参照されている場合は、 DMMP デバイ
ス名をファイルシステム UUID 名に置き換えます。

5. /etc/fstab ファイルのバックアップを作成します

cp /etc/fstab /etc/fstab/etc/fstab_pre_transition_file_name _

6. 「 /etc/fstab 」ファイルを編集して、 DMMP デバイス名をそれぞれのファイルシステム UUID 番号に置き
換えます。

7. initrd イメージ・ファイルのバックアップを作成します

'*cp /boot/initrd_image_file_name initrd_image_file_name _ _ _ _ _ _ .bak *'

8. RHEL 5 のみ：

a. /etc/mutipath.conf ファイルで ' スワップ・パーティション・デバイスを指定します

次の例では '/dev/VolGroup00/LogVol01' は SWAP パーティションデバイスです

/dev/VolGroup00/LogVol01 スワップのデフォルト値は 0` です

b. SWAP パーティションをマウントするためのラベルを作成します :+swapoff_swap-

partition_device_

'mkswap-L_label-for -swap-partition-device_

'swapon_swap -partition_device_

c. /etc/fstab ファイル内のスワップ・パーティション・デバイス名をスワップ・ラベルに置き換えます

/etc/fstab ファイル内の更新された行は次のようになります

LABEL=SwapPartition  swap  swap   defaults    0 0
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9. initrd イメージを再作成します。

◦ RHEL5 の場合： +*mkinitrd-f/boot/initrd-""uname -r ".img’uname -r — マルチパス *

◦ RHEL 6 の場合 :+dracut --force --add multipath --verbose

10. ホストを再起動して ' 新しい initrd` イメージからブートします

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

iSCSI SAN ブート LUN の移行準備をしています

iSCSI SAN ブート LUN を移行する前に、ホストで特定の手順を実行する必要がありま
す。Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5.x の移行はサポートされていません。RHEL

6 の移行はサポートされています。

次の情報を Inventory Assessment Workbook から収集しておく必要があります。

• RHEL 6 がインストールされている LUN の名前

• 移行する LUN の DMMP デバイス名

• 論理ボリューム（ LV ）名

• ボリュームグループ（ VG ）名

• 物理ボリューム（ PV ）デバイス

• Logical Volume Manager （ LVM ；論理ボリュームマネージャ）名およびが格納されているマウントディ
レクトリ RHEL 6 / ブートパーティションとルート（ / ）パーティションがインストールされている

• DMMP に設定されているファイルシステム

• 7-Mode コントローラの iSCSI セッション

• GRUB 情報

• が配置されている Storage Virtual Machine （ SVM ）の IQN 番号 iSCSI SAN ブート LUN が作成されます

• clustered Data ONTAP SVM の LIF の IP アドレス iSCSI SAN ブート LUN が作成されます

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

手順

1. DMMP デバイスが /dev/mapper ディレクトリにあることを確認します。

「 *ls /dev/mapper/ DMMP _DEVICE_NAME * 」

DMMP デバイスが表示されない場合、デバイスにエイリアスまたはフレンドリ名が使用されている可能性
があります。

2. DMMP デバイスが LVM の一部であるかどうかを確認します。

bldk`
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DMMP デバイスの「 type 」値が「 lvm2_member 」の場合、 DMMP は LVM の一部です。

3. /etc/fstab ファイルから '/' パーティションと '/boot パーティションのマウント・ポイントの詳細を取得し
ます

◦ 「 /boot 」パーティションが DMMP デバイスにインストールされている場合は、ブート時に「
/etc/fstab 」ファイルでマウント用にどのように参照されているかを確認します。

◦ 「 bldk' 」コマンドの出力で取得したファイルシステム UUID を使用して '/boot パーティションがマウ
ントされている場合は、移行前の変更は必要ありません。

4. /boot パーティションが /etc/fstab ファイルで DMMP デバイス名によって参照されている場合は、 DMMP

デバイス名をファイルシステム UUID 名に置き換えます。

5. iSCSI SAN ブート・ホストの場合は '/boot/grub/grub.conf ファイルを編集して ' clustered Data ONTAP コ
ントローラの IQN 番号と iSCSI セッション情報を含む新しいカーネル・コマンド・ライン・エントリを
作成します

この例は ' 編集前の '/boot/grub/grub.conf ファイルを示していますkernel のコマンド行には、 7-Mode コン
トローラの IQN 番号と iSCSI セッション情報が含まれています。

title Red Hat Enterprise Linux Server (2.6.32-431.el6.x86_64)

        root (hd0,0)

    kernel /vmlinuz-2.6.32-431.el6.x86_64 ro

root=/dev/mapper/vg_ibmx3550m3229-LogVol00 ifname=eth0:5c:f3:fc:ba:46:d8

rd_NO_LUKS netroot=iscsi:@10.226.228.241::3260::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.1574168453 LANG=en_US.UTF-8

rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol01 rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol00

rd_NO_MD netroot=iscsi:@10.226.228.155::3260::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.1574168453 iscsi_initiator= iqn.1994-

08.com.redhat:229.167 crashkernel=auto ip=eth0:dhcp

    initrd /initramfs-2.6.32-431.el6.x86_64.img

次の例は、接尾辞 cDOT で新しいタイトルを追加したあとの「 /boot/grub/grub.conf 」ファイルと、
clustered Data ONTAP コントローラの IQN 番号と iSCSI セッション情報を含む新しいカーネルコマンド
ラインを示しています。
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title Red Hat Enterprise Linux Server (2.6.32-431.el6.x86_64) - cDOT

        root (hd0,0)

    kernel /vmlinuz-2.6.32-431.el6.x86_64 ro

root=/dev/mapper/vg_ibmx3550m3229-LogVol00 ifname=eth0:5c:f3:fc:ba:46:d8

rd_NO_LUKS netroot=iscsi:@10.226.228.99::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15 LANG=en_US.UTF-8

rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol01 rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol00

rd_NO_MD netroot=iscsi:@10.226.228.98::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15

netroot=iscsi:@10.226.228.97::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15

netroot=iscsi:@10.226.228.96::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15 iscsi_initiator=

iqn.1994-08.com.redhat:229.167 crashkernel=auto ip=eth0:dhcp

    initrd /initramfs-2.6.32-431.el6.x86_64.img

6. 既存の initramfs ファイルをバックアップします

# cd /boot

# cp initramfs-2.6.32-71.el6.x86_64.img initramfs-2.6.32-

71.el6.x86_64.img.img_bak

7. /boot/grub/grub.conf ファイル内の 7-Mode カーネル行を、バックアップ「 initrd`image name 」で更新し
ます。

RHEL 6.4 以降の場合は、「 /boot/grub/grub.conf 」ファイルで、 clustered Data ONTAP カーネル行に「
rdloaddriver=scsi_dh_alua 」が追加されていることを確認します。

8. /boot/grub/grub.conf ファイルが更新されている場合は ' カーネルの初期 RAM ディスク (initramfs`) を更新
します

ホストがブート時に clustered Data ONTAP コントローラとの iSCSI 接続を確立するように 'initramfs ファ
イルを再作成して ' 新しい Data ONTAP IQN 番号と iSCSI セッションが参照されるようにする必要があり
ます

9. 「 d racut -force --add multipath --verbose` コマンドを使用して、「 initrd 」イメージを再作成します。

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

カットオーバー前の RHEL ホスト上の SAN ブート LUN のテス
ト コピーベースの移行のフェーズ

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ） 2.2 以降および Data ONTAP 8.3.2 以降を使用して
Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）ホストのコピーベースの移行を実行する場合は、
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カットオーバーフェーズの前に移行した ONTAP SAN ブート LUN をテストすること
ができます。ソースホストでは、テスト中もソースの 7-Mode LUN への I/O を引き続き
実行できます。

新しい ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングして、 LUN を移行できる状態にしておく必要がありま
す。

テスト用ホストとソースホスト間のハードウェアパリティを維持する必要があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool でストレージカットオーバー処理を完了したあと
に以下の手順を実行する必要があります。

• コピーフリーの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool でデータと設定のインポート処理が完了したあと
に以下の手順を実行する必要があります。

手順

1. FC 構成と FCoE 構成の場合のみ：

a. HBA BIOS 設定モードに切り替えます。

b. [Rescan] を選択して、ホスト上の ONTAP SAN ブート LUN を検出します。

c. 7-Mode ブート LUN ID を削除します。

d. HBA BIOS に ONTAP ブート LUN ID を追加します。

e. HBA BIOS 設定モードを終了し、ホストをリブートします。

2. ホストのリブート後、テスト用ホストで IP アドレスとホスト名を変更します。

3. 新しい ONTAP LUN が検出されたことを確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

4. ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

*multipath -ll *

5. 必要に応じてテストを実行します。

6. テスト用ホストをシャットダウンします。

*shutdown-h-t0 now *`

7. 7-Mode Transition Tool のユーザインターフェイス（ UI ）で、 * テストの完了 * をクリックします。

ONTAP LUN をソースホストに再マッピングする場合は、ソースホストをカットオーバーフェーズ用に準備す
る必要があります。ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングしたままにする場合、テスト用ホストでこれ
以上の手順を実行する必要はありません。

• 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

SAN ブート LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備
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SAN ブート LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備

SAN ブート LUN を Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行する場合
は、カットオーバーフェーズを開始する前にいくつかの前提条件を確認しておく必要が
あります。

FC 構成の場合は、 clustered Data ONTAP コントローラへのファブリック接続とゾーニングが必要で
す。iSCSI 構成の場合は、 iSCSI セッションを検出し、 clustered Data ONTAP コントローラにログインする
必要があります。また、ホストをシャットダウンする必要があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前にホストをシャットダウンする必要があります。HP-UX ホストでは、コピーフリーの移行はサ
ポートされていません。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode のエクスポートおよび停止処理を開始する前にホストを
シャットダウンする必要があります。

移行後に SAN ブート LUN を検出します

SAN ブート LUN を Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行したら、ホ
スト上で SAN ブート LUN を検出する必要があります。これは、コピーベースの移行（
CBT ）とコピーフリーの移行（ CFT ）に必要な手順です。これは、環境 FC 、 FCoE

、および iSCSI の構成です。

CFT を実行している場合は 'vol rehost の手順を完了する必要がありますを参照してください "『 7-Mode

Transition Tool Copy-Free Transition Guide 』" を参照してください。

1. ホストをブートします。

2. FC 構成と FCoE 構成の場合のみ：

a. HBA BIOS 設定モードに切り替えます。

b. Rescan （再スキャン） * を選択して、ホスト上の clustered Data ONTAP SAN ブート LUN を検出し
ます。

c. 7-Mode ブート LUN ID を削除します。

d. HBA BIOS で clustered Data ONTAP ブート LUN ID を追加します。

e. HBA BIOS 設定モードを終了し、ホストをリブートします。

3. リブートが完了したら、 clustered Data ONTAP LUN を確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

4. DMMP デバイスを確認します。

*multipath -ll *

7

https://docs.netapp.com/us-en/ontap-7mode-transition/copy-free/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap-7mode-transition/copy-free/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap-7mode-transition/copy-free/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap-7mode-transition/copy-free/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap-7mode-transition/copy-free/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap-7mode-transition/copy-free/index.html


著作権に関する情報

Copyright © 2023 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

8

http://www.netapp.com/TM

	SAN ブート LUN を移行します : ONTAP 7-Mode Transition
	目次
	SAN ブート LUN を移行します
	移行対象としてサポートされる SAN ブート LUN のタイプ
	FC または FCoE SAN ブート LUN の移行準備をしています RHEL ホスト
	iSCSI SAN ブート LUN の移行準備をしています
	カットオーバー前の RHEL ホスト上の SAN ブート LUN のテスト コピーベースの移行のフェーズ
	SAN ブート LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備
	移行後に SAN ブート LUN を検出します


